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千葉市緑化推進協議会　会長　満冨 五夫　

　会員の皆さまには、当協議会の運営および活動にご協力いただき有り難く厚く御礼申し上げます。

当協議会は、緑豊かなまちづくりを推進することを目的として、約44年前1978年(昭和53)年に設立さ

れ、当初は千葉市と緑地協定を締結した地域だけの会員でしたが、現在は趣旨に賛同する団体や

個人が会員になれ、会員数は46会員（対象15,550戸）となっております。

　緑豊かな環境は、心身の健康にも地球温暖化防止にも役立つと言われております。当協議会の

目的に賛同される方が一人でも多く増えるよう、ご協力いただければ幸いです。

１．樹木診断会（随時） 誌面 2頁目に掲載　

　　樹木医に会員地区を訪問していただき、植栽管理全般に関する指導アドバイスを受けられる
　　樹木診断会を「磯辺西住宅」「磯辺６３自治会」「レジデンシャルコート稲毛」で開催しました。
　　それぞれの課題や対応も報告書にまとめHPに掲載し情報共有しています。

２．視察研修会（年１回） 誌面 2頁目に掲載　

　　緑化意識の高揚と会員相互交流の為、コロナ禍前はバスでの視察研修会をしていましたが、
　　今年度は、11月に千葉市都市緑化植物園に現地集合しての視察研修としました。

３．園芸講習会（年１回） 誌面 3頁目に掲載　

　　今年度は、10月に「小さな自然の世界 苔テラリウムづくり」というテーマの講習会を
　　千葉市中央コミュニティセンターで開催しました。

４．緑化推進に関する講演会（年１回） 誌面 3頁目に掲載　

　　緑と花のあふれる街づくり推進の為、園芸病害虫研究の第一人者の草間祐輔氏をお招きし
　　「身近な樹木と草花の病気と害虫 防ぎ方なおし方（２）」というテーマで開催しました。

５．総会／理事会
　　第45回通常総会は令和４年５月21日(土)に開催、理事会は年間11回開催し当協議会を運営
　　して参りました。

６．その他
　　情報発信として「会員だより」や各「活動結果報告」の発行や千葉市のHPへの掲載の他、
　　外来種や害虫に関する注意喚起のチラシも作成し配布しております。
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変化に対応する運営と活動で緑豊かな街づくり！

令和４年度の事業紹介（当協議会の動き）
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磯辺６３自治会　　和田 冬美　

　令和４年10月17日に磯辺63自治会で樹木診断会をやりました。自治会便りに庭の樹木について

相談がある方は連絡くださいと載せました。すると７軒の申し込みがありました。

　当日は最初に大矢先生から各お宅からの質問に対するアドバイスを頂きました。それから具体的

にそれぞれのお宅の庭を回りました。ソヨゴの剪定の仕方や松の樹形の作り方を実際に現地でやっ

て頂けたのは大変良かったです。皆さんも一緒に回り大矢先生の話を聞きました。

　質問に多かった実や花を付けない樹木についての原因は肥料の与え方や剪定の仕方に問題が

あることも指摘して頂きました。大矢先生にアドバイスされ、早速２本の桜のうち１本を切ったお宅と

薔薇の剪定をされたお宅もありました。

　私は大矢先生が最後におっしゃった「初めに木を植えた時は小さいけれど木はどんどん成長する。

敷地はそのままだから木が混んでいる庭が多い」と言うのが印象的でした。

　我が家でも戸建てに入った時にたくさんの木を植えてしまい陽が入らなくなり後悔したことを思い

出しました。実際に７軒もの庭を見て具体的なアドバイスをしてくださった大矢先生に感謝です。

　大変有意義な時間を持つことができました。

開催日：令和４年10月17日（月）

＜HP掲載 樹木診断会＞

稲毛海岸三丁目団地　木内　浩一　

　緑化植物園は千葉市の星久喜という所にある。周りは店舗や家が雑然と並んでいるが、植物園の

正門を入ると、すがすがしい樹木に囲まれる。ここの講習室で森林インストラクターの廣畠眞知子氏

の話を聞き、園内の案内をしてもらった。

　付近で縄文時代の遺跡が発見された話は驚きであった。そして、明治時代この周辺は松林であり、

その後コナラ、クヌギなどの雑木林になったそうだ。

　園内は起伏があり、この一画だけが自然林として残っている。ひとりになり、丘の上に立った。視界

が開け、遠くに丘や林が見える。何千年前、縄文人たちも同じように丘の上にたち、何かを見つめて

いたのだろう。そう思うと、

この地は今後も自然のま

ま、残って欲しい。いや、
そうあらねばならない と
強く感じた。

開催日：令和４年11月23日（水）

＜HP掲載 視察研修会＞

樹木診断会に参加して

千葉市都市緑化植物園の視察研修会に参加して

※コラム： ライフスタイルに合った庭のリホーム！

長く住んでいる庭が、植木は大きくなり生垣は膨れあがり手入れが困難に、地面は雑草だ

らけ、こんなお庭よくありますよね。

庭は楽しみの場、癒しの場、生活の場、体力のある人は、家庭菜園やガーデニング、体力

の衰えた人は安全に出入りできる庭、手のかからない庭、部屋から眺めて癒せる場所に庭

を作り直してはいかがでしょう。
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磯辺東住宅　荒井　雄二

　　昨年は「苔玉づくり」、今年は初めて「苔テラリウムづくり」講習会をしました。講師は昨年と同じ

　ものづくりマスター川西正人氏に教わりました。

　　苔テラリウムは、ガラスの容器に小さな自然を作ります。湿潤環境を作り出し透明なため、中の

　状態も良くわかり室内のインテリアとして癒しの置物にもなります。管理もたまに霧吹きをかける

　程度で済みます。また手に取って眺めることもでき、自分が自然の中に入っていくようです。

　　作るのは比較的容易でした。私は谷川を歩くイメージしてつくりました。底にゼオライト（根腐れ予防）

　次に、飾り石を積み、上に乗せる培養土と混じらないためにミズゴケを引き培養土を載せます。　次に

　小石ガラス玉などで土台を作り

　苔を、ピンセットなどで刺してい

　きます。　　　 苔は 「 スギコケ 」

　「 シノブゴケ 」 「 コツボゴケ 」を

　使用しました。最後にフィギュア

　を入れました。フィギュアを入れ

　るだけで  自分がその中に居る

　ような感覚になります。  自宅で

　時々眺めて楽しんでいます。

開催日：令和４年10月22日（土）

＜HP掲載 園芸講習会＞

海浜コートビレジ 石関　滋

　　前日は大変寒く東京では雪も降る天気で、当日が心配されましたが、皆様の日頃の行いで、すっ

　きりと晴れた冬の日となりました。　講師の草間祐輔先生は多方面でご活躍されており、大変わかり

　やすいお話でした。

　　私は植物の病害虫の発生を防ぐには、症状が出る前に予防することが大切と考えて、日頃薬剤等

　を散布してきたのですが、殺虫・殺菌剤は環境負荷を考えて「ここぞというところ」での使用が大切と

　のお話を伺い、なるほどと納得いたしました。

　　また、害虫は大きく成長すると薬剤の効きも多少弱くなるそうで、卵から孵化した初期の段階で使

　用することが大量発生の防止に役立つとのことでした。

　　今後は、日頃から植物の葉の裏などを良く観察し、この時期にはどのような病害虫発生が多いの

　かを念頭に置きながら、作業することが大事だと感じました。

　　世の中には情報があふれ、ネットで検索すれば即座に欲しい情報にアクセス出来る便利な世の

　中ですが、その全てのものが正しいとは限りません。やはり、正しい情報は、信頼できる経験豊富

　な方の話だと思います。　この様な講演会は続けていただきたいと感じました。

開催日：令和５年２月11日（土）

＜HP掲載 講演会＞

『苔テラリウムづくり』講習会に参加して

講演会「身近な樹木と草花の病気や害虫 防ぎ方・なおし方」受講感想

※コラム： 適用薬剤を利用することが大切！

適用とは、ラベルに記載された作物の病害虫に効果が確認され

ており、使用方法を守って使えばその作物に薬害がないことが確

認されていることを意味します。

過去に紹介された薬剤で適用のない薬剤も含まれていました。
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令和５年３月現在　

千葉市 補助金の見える化

緑と花に関する相談は、以下の施設で専門家の相談員に直接相談できます。 ※相談日時は直接問合せください。

　・千葉市都市緑化植物園　みどりの相談所  TEL.043-264-9559 Email：ryokka-2@cue-net.or.jp
　・千葉市花の美術館　みどりの相談コーナー  TEL 043-277-8776 Email:hanabi-sodan@worldparkjp.com
　・千葉県立青葉の森公園　緑の相談所  TEL.043-208-1510
※公園や街路樹の相談は、都市局公園緑地部公園管理課 TEL.043-245-5780 Email:kanri.URP@city.chiba.lg.jp

新 規 会 員 募 集 ！！

千葉市内の緑豊かなまちづくりに参加しませんか。皆さんのご入会をお待ちしております。

☆会員資格　市内の自治会、町内会、マンション管理組合、個人　

☆会費（年）は１団体の戸数により定めています。

　　①199戸以下 3,000円 　　　　②200～299戸   5,000円

　　③300～499戸 8,000円 　　　　④500戸以上 15,000円

　　⑤個人会員 1,000円 　　　　⑥賛助会員   1,000円／１口

・個人会員は、市民どなたでも会員になれます。ご自身が所属する自治会、管理組合等が

　会員になっていても個人会員になれ、当協議会からの案内が直接届くようになります。

・賛助会員は、企業、団体、個人等で当協議会を応援していただける方々です。

☆問合せ／入会申込先　千葉市緑化推進協議会事務局「みつとみ」

　　TEL.090-6517-8555　　FAX.043-253-3815

Email：c.ryokkasuisin@gmail.com ホームページ 千葉市緑化推進協議会　　　検索

令和４年度現在の会員一覧

当協議会の財源と千葉市の補助金事業

当協議会の活動は、会員の皆様からの会費「24万6千円」と千葉市からの補助金「9万3千円」の計「33万9

千円」にて支えられております。（令和４年度実績）

千葉市の補助金事業一覧は公開されており、当協議会への補助金は418件（総額157億26百万円）中、少

額補助金の19番目です。補助目的効果として「会員相互の連携を通して、地域環境の保全、緑豊かなまち

づくりの推進と地域社会の発展に寄与する。 」となっています。
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